ロームシアター京都（京都会館）指定管理者選定の選定方法等について（案）
	ロームシアター京都（京都会館）については，前回（平成２４年度）の指定管理者の選定では，迅速かつ確実に開館を迎え，開館記念事業を成功させるため，文化施設の運営実績と文化事業の企画・実施能力を有し，これまでの京都会館の運営を踏まえた有意義な提案が行える能力が，従来の施設の指定管理者であり，敷地状況を熟知している公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団（以下「音芸財団」という。（概要は別紙参照））以外にないことから非公募で選定した。
平成２８年１月のリニューアルオープン以降，音芸財団が本市との緊密な連携により，運営を行っているところであるが，最新の設備を備えた性質の異なる３つのホールに加え，賑わいスペース（ブック＆カフェ，レストラン）や広いオープンスペース（ローム・スクエア，プロムナードなど）を有するほか，ネーミングライツ事業者や賑わい事業者など，常に連携を取るべき相手も複数あり，他の施設にない要素が多く，管理が非常に複雑な施設である。また，開館して間もないことから，事業の企画運営や，館内サービス，施設の管理や安全確保，賑わい施設との連携など，事例を積み重ねながら整理すべき課題が数多く残っている。
そのような状況の中で，指定管理者を変更すれば，これまでの積み上げが生かせず，運営が安定しないため，不十分な施設管理となり，来館者サービスの低下等を招くおそれがある。
今回の選定については，平成２８年１月に開館してからの期間が短く，適切な施設管理と来館者サービスの維持向上を図りつつ，安定した運営を確立することが喫緊の課題であり，現時点でその目的を達成できるのは，再整備前から長年にわたり京都会館の管理運営を行うとともに，ロームシアター京都の開館準備業務及びオープニング事業を含む運営実績を持つ音芸財団だけである。
したがって，平成２９年度からのロームシアター京都（京都会館）の指定管理者の選定に当たっては，非公募とし，音芸財団を指定管理者候補として，選定委員会で審査していただきたい。
なお，指定管理期間は，オープニング事業が終了した後の平常の運営状況等が把握でき，次期指定管理選定に反映できる最低限の期間である２年間としたい。
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